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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面から離れた位置の被写体にピントが合った観察像を取得するための通常観察用観察
窓と、表面に密着する被写体にピントが合った拡大観察像を取得するための密着観察用観
察窓とを挿入部の先端部本体に備えた内視鏡の先端部において、
　上記先端部本体に、全周において周囲から窪んだ窪み領域を形成して、上記通常観察用
観察窓を上記窪み領域外に配置し、吸引口と上記密着観察用観察窓とを上記窪み領域の底
面に配置すると共に、上記窪み領域の側壁部に、上記密着観察用観察窓の表面に流体を吹
き付けるためのノズルを開口形成したことを特徴とする内視鏡の先端部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡の先端部に関する。
【背景技術】
【０００２】
　いわゆる共焦点内視鏡等においては、表面から離れた位置の被写体にピントが合った観
察像を取得するための通常観察用観察窓と、表面に密着する被写体にピントが合った拡大
観察像を取得するための密着観察用観察窓とが挿入部の先端部本体に設けられ、密着観察
用観察窓は、被写体に密着させ易いように先端部本体の他の部分より突出した突出面に配
置されている（例えば、特許文献１）。
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【特許文献１】特開２００６－６８２０５、段落〔００２２〕
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　そのような密着観察用観察窓は、通常観察用観察窓の場合と同様に体内の粘液等が表面
に付着して観察に支障が発生する場合があり、通常観察用観察窓の場合には、その表面に
向けて開口形成されたノズルから水や空気を噴出させることで粘液等を洗い流すことがで
きる。
【０００４】
　しかし、ノズルは観察窓の表面から前方に突出した状態になるので、密着観察用観察窓
の近傍にノズルを配置すると、密着観察用観察窓を被写体にうまく密着させることができ
なくなって、良好な拡大観察像を得ることができなくなってしまう。
【０００５】
　そのため従来は、密着観察用観察窓には表面洗浄用のノズルが設けられておらず、観察
窓の表面に粘液等が表面に付着してもそのままの状態で不鮮明な拡大観察像を取得せざる
を得なかった。
【０００６】
　本発明は、密着観察用観察窓を被写体に密着させることができ、しかも密着観察用観察
窓の表面の汚れを綺麗に洗い流すことができて、鮮明な拡大観察像を取得することができ
る内視鏡の先端部を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の先端部は、表面から離れた位置の被写体
にピントが合った観察像を取得するための通常観察用観察窓と、表面に密着する被写体に
ピントが合った拡大観察像を取得するための密着観察用観察窓とを挿入部の先端部本体に
備えた内視鏡の先端部において、先端部本体に、全周において周囲から窪んだ窪み領域を
形成して、通常観察用観察窓を窪み領域外に配置し、吸引口と密着観察用観察窓とを窪み
領域の底面に配置すると共に、窪み領域の側壁部に、密着観察用観察窓の表面に流体を吹
き付けるためのノズルを開口形成したものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、吸引口と密着観察用観察窓とを窪み領域の底面に配置したことにより
、体内粘膜を吸引口から吸引することで被写体を密着観察用観察窓に密着させることがで
き、しかも、密着観察用観察窓の表面に流体を吹き付けるためのノズルを窪み領域の側壁
部に開口形成したことにより、密着観察用観察窓の表面の汚れを綺麗に洗い流すことがで
きて、鮮明な拡大観察像を取得することができ、ノズルが、被写体を密着観察用観察窓に
密着させる際に邪魔にならない。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　表面から離れた位置の被写体にピントが合った観察像を取得するための通常観察用観察
窓と、表面に密着する被写体にピントが合った拡大観察像を取得するための密着観察用観
察窓とを挿入部の先端部本体に備えた内視鏡の先端部において、先端部本体に、全周にお
いて周囲から窪んだ窪み領域を形成して、通常観察用観察窓を窪み領域外に配置し、吸引
口と密着観察用観察窓とを窪み領域の底面に配置すると共に、窪み領域の側壁部に、密着
観察用観察窓の表面に流体を吹き付けるためのノズルを開口形成する。
【実施例】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図１は内視鏡の先端部の斜視図、図２は正面図であり、可撓性の挿入部１の先端に連結
された先端部本体２の先端面２ａに、その前方位置の被写体の観察像を取得するための通
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常観察用観察窓３と、被写体を照明するための照明光が放射される照明窓４が配置されて
いる。５と６は、通常観察用観察窓３の表面に空気と水を吹き付けるための送気ノズルと
送水ノズルである。
【００１１】
　通常観察用観察窓３内には、通常観察用観察窓３の表面から例えば２～１０ｃｍ程度離
れた前方位置にピントが合った観察光学系（図示せず）が内蔵されていて、通常観察用観
察窓３を通って取得されたその観察像が固体撮像素子で撮像されて外部に伝送される。た
だし、像伝送にイメージガイドファイババンドルが用いられていてもよい。
【００１２】
　また、先端部本体２の先端面２ａには、前述の通常観察用観察窓３、照明窓４、送気及
び送水ノズル５，６が含まれない領域に、全周において周囲から例えば１～５ｍｍ程度窪
んだ窪み領域７が形成されている。
【００１３】
　そして窪み領域７の底面には、図２におけるIII－III断面を図示する図３にも示される
ように、表面に密着する被写体にピントが合った拡大観察像を取得するための密着観察用
観察窓８と吸引口９とが、前方に向いて並んで配置されている。
【００１４】
　密着観察用観察窓８内には、例えば公知の共焦点観察光学系（図示せず）が配置されて
、密着観察用観察窓８の表面に密着する被写体の顕微鏡的拡大像が取得される。吸引口９
は、図示されていない処置具挿通チャンネルの出口である処置具突出口を兼用している。
【００１５】
　また、窪み領域７の側壁部には、密着観察用観察窓８の表面に空気と水を選択的に吹き
付けるための送気送水ノズル１０が、密着観察用観察窓８の表面に向けて開口形成されて
いる。ただし、送気用と送水用のノズルが別設されていてもよく、或いはその一方だけが
設けられていてもよい。
【００１６】
　このように構成された実施例の内視鏡の先端部においては、密着観察用観察窓８の表面
に体内粘液等が付着して鮮明な拡大観察像が取得できなくなった場合には、送気送水ノズ
ル１０から水と空気を密着観察用観察窓８の表面に向けて適宜噴出させることにより、密
着観察用観察窓８の表面に付着した粘液等を洗い流して、それを吸引口９から吸引排出さ
せることができる。
【００１７】
　また、被写体の拡大観察像を取得する場合には、図４に示されるように、先端部本体２
の先端面２ａを被写体となる体内粘膜に押し付けた状態で、吸引口９から吸引をする操作
を行うことにより、粘膜が吸引口９に吸い付けられて密着観察用観察窓８の表面に密着す
るので、その被写体にピントが合った拡大観察像を密着観察用観察窓８から確実に取得す
ることができ、その動作が送気送水ノズル１０の存在によって妨げられない。
【００１８】
　そして、強く吸引をすると、粘膜面に窪み領域７の輪郭等が写されるいわゆるサクショ
ンマーカーが付された状態になって、拡大観察部位を通常観察用観察窓３からの通常観察
により確認することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の先端部の外観斜視図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の先端部の正面図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の先端部の図２におけるIII－III断面図である。
【図４】本発明の実施例の内視鏡の先端部において体内粘膜が吸引口に吸い付けられた状
態の断面図である。
【符号の説明】
【００２０】
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　２　先端部本体
　２ａ　先端面
　３　通常観察用観察窓
　７　窪み領域
　８　密着観察用観察窓
　９　吸引口
　１０　送気送水ノズル（ノズル）

【図１】 【図２】
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